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会    議    録 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 環境下水道課 

会議名 

(審議会等名) 
平成３０年度 第３回 嬉野市下水道審議会 

開催日時 平成３０年１１月７日（水） １０：００～１１：００ 

開催場所 嬉野市役所 嬉野庁舎 ３－１会議室 

傍聴の可否 可 ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 なし  

傍聴不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 

小笠原康人委員、小森常幸委員、藤田達美委員、一ノ瀬良昭

委員、松本泰宏委員、百田義雄委員、宮﨑厚志委員、森俊彦

委員、宮﨑力委員、諸井愛子委員、中島美佐子委員 

事務局 
環境下水道課長、環境下水道課副課長、環境下水道課主任、

環境下水道課主査、環境下水道課主事 

その他  

会議の議題 別紙のとおり 

配布資料 
会議レジュメ 

諮問、料金比較検討説明資料 

審議等の内容 別紙のとおり 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 環境下水道課 

議 

題 
下水道使用料金の改定について 

内 

容 
下水道使用料金体系の改定案の説明 

審

議

経

過 

委員 

事務局 

委員 

事務局 

委員 

事務局 

委員 

 

事務局 

 

委員 

事務局 

 

委員 

事務局 

委員 

 

事務局 

 

 

事務局 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

資料の市営併用一覧というのは合併浄化槽のことなのか。 

はい。 

資料の市営井戸一覧というものは何か。 

市営浄化槽で井戸のみを利用している家庭の一覧である。 

市営浄化槽の井戸の使用水量はどのようにして算出しているのか。 

市営浄化槽は井戸にメーターをつけている。 

資料にある公共下水道抽出一覧の 7.05㎡/人と農業集落排水抽出一覧の 5.71 

㎡/人の違いは何か。 

公共下水道の使いすぎている家庭を除いたら農業集落排水と同じ平均水量に 

なると思う。 

事業所など水を多く使うところも抽出一覧に入っているのか。 

一般家庭のみで事業所などは抽出一覧には入ってない。洗濯を何度もする家庭も 

あり、その影響もあるのではないかと推測している。 

この表を見れば平均 6㎡/人と分かるが全国的にもそうなのか。 

はい。 

市民は料金が改訂することを周知するだけではわからないと思う。そのため、ど 

のように料金が変わるのかグラフなど作成し、詳しく説明すべきではないか。 

１２月議会に上げるにはまだ早急ではないかということで平成３２年４月から 

の施行を考えている。市民への周知期間や激変緩和の協議がまだ必要なため継続 

協議をさせていただきたいと考えている。 

激変緩和については武雄市や伊万里市もやっていない。 

そのような事業所は少ないだろうがほかの市町が激変緩和措置を取らないから 

措置をしないというのはあまりにきついのではないか。 

武雄市や伊万里市は、価格が激変する事業所がなかっただけかもしれない。また、 

現在減免措置がないため大口事業所が公共下水道に接続してもらえていないと 

いう現状もある。そこを踏まえて市内全域の減免の協議をお願いしていきたい。 

答申を出すようにと諮問があったのに料金改定の期間を１年延ばしていいのか。 
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事務局 

 

 

平成３１年１月に答申をいただきたいと考えている。料金体系と施行する時期

については平成３２年４月からで了承をいただいているため、その旨答申をい

ただくということで概ね合意いただけていると思う。また、激変緩和措置につ

いてはまだ協議が必要であると考えている。 

 


